
                                  

   

  

   

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

                                                    

                           

 

 

         

             

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

   

   

 

 

                       

 

 

女性も、男性も、子供も、高齢者も、障がいのある方も、LGBT の方も、誰もが希望を持って

いきいき生活し、活躍できるよう、人権が守られる社会を実現しましょう。 

 

 

 毎月第３土曜日に、瑞穂図書室「おはなし

のへや」にて、みずほ♡なかよし会による「読

み語りや紙芝居」が行われます。赤ちゃんか

ら参加できますので、皆さんぜひおはなしを

聞きに、遊びに来てください(*^^*)♪ 

 

 

☆初回５月 20 日（土曜日） 

10 時 30 分からです。 

 

バスケットボールの経験を通して、身体を

動かすことや友達と交流することの大切さ、

楽しさを学び、思いやりの心を育みます。 

 

【日 時】毎週土曜日 

（R５年５月１３日～R6 年２月２４日） 

午前 9 時 00～11 時 00 分 

【会 場】瑞穂体育館または西郷小体育館 

【対 象】小学校１年生から６年生 

【準備品】上履き（学校のシューズで OK） 

【参加費】2000 円 

※申し込み書は学校から配布されています。 

おすすめの本を 

こいのぼりに書い

て泳がせよう！ 

自分のカードで本

を借りよう！ 

ミニ絵本か 

ミニチュアマグネット 

ど ち ら か プ レ ゼ ン

ト！ 

こどもの読書週間 

【期間】：４月２３日～５月３１日 

遊びに来てね！ 

【対象】：幼児～中学生 

【会場】：瑞穂図書室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瑞穂コース 5/25（木） 6/6（火） 6/9（金） 6/14（水） 

南高愛隣会 14:30～15:10    

西郷小学校  12:50～13:35   

円福寺保育園  13:40～14:00   

大正小学校   12:45～13:30  

正覚寺保育園   13:40～14:00  

洗心保育園   14:10～14:30  

岩戸小学校    13:20～14:00 

岩戸保育園    14:05～14:25 

雲仙市図書館キャラクター 

ラブックン 

☆ ☆ 図 書 室 案 内 ☆ ☆ 
 
【開室時間】１０：００～１８：００ 
【利用冊数】本…１人１０冊まで 【利用期間】本…２週間 

『はるか、ブレーメン』 

重松 清／著 幻冬舎 

 母に捨てられ、育ての親である祖母

も亡くしひとりぼっちになった遥香

は、人生最後に走馬灯を描く旅をアテ

ンドする仕事を手伝うことに。そんな

折、母から「会いたい」と連絡がきて、、、 

『夜空に浮かぶ欠けた月たち』 

窪 美澄／著 KADOKAWA 

 精神科医の夫・旬とカウンセラーの

妻・さおりが営む「椎木メンタルクリニ

ック」。夫婦はさまざまな悩みを持つ患

者にそっと寄り添い支えていく。だが夫

婦にも悲しい過去があり、、、。 

『街とその不確かな壁』 

村上 春樹／著 新潮社 

 その街に行かなくてはならない。何

があろうと。〈古い夢〉が奥まった書庫

でひもとかれ呼び覚まされるように封

印された物語が深く静かに動き出す。

魂を揺さぶる書下ろし長編。 

『朝つめるだけ！たんぱく質のお弁当 378』 

阪下 千恵／著 新生出版社 

いつもの食材が体づくりの高たんぱ

くメニューに。素材別作りおきレシピ３

７８品！ダイエット、筋肉 UP、子ども

の成長、老化防止、、、それ全部たんぱく

質が叶えます。 

★ほかにも入っています★ 

こころをつなぐ 明日をつなぐ 家族の真ん中に 家読（うちどく） 

家読とは、家族みんなが顔をそろえ読書を通じて家族の絆や読書習慣を深めていく活動です。 

♪おすすめの絵本♪ 

【タイトル】  
「ぼくはいったいどこにいるんだ」 
ヨシタケシンスケ/作 ブロンズ新社 

【内容紹介】 

地図にしてみるとわかることがたく

さんある。自分が今 

どこにいるのか、何が 

一番大事なのか。世界 

と自分を俯瞰するヒン 

トになる一冊。 

大人もぜひ！ 


